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■主な経歴

■活動のビジョン

■自身が関わった活動・作品・現場の概要

■おすすめ景観

■自身が考える都市デザイン、まちづくり等の課題と解決策等

■主な著書服部圭郎
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　『ブラジルの環境都市をつくった日本人』
　『若者のためのまちづくり』
　『道路整備事業の大罪』『人間都市クリチバ』
　『衰退を克服したアメリカ中小都市のまちづくり』
　『サステイナブルな未来をデザインする知恵』
　共著に『下流同盟』『脱ファスト風土宣言』
　『都市計画国際用語辞典』など。
　共訳書に『都市の鍼治療』『オープンスペースを魅力的にする』

　都市や環境に関心があります。世界の都市を街
歩きし、その背景にある政策・デザイン思想を思
索するのが好きです。研究領域は、「ブラジリ
ア」「ドイツの縮小地域」「シモキタザワ」で
す。教育領域はおもにコミュニティ・デザインに
携わっていて、ゆるキャラの製作、ユルカフェの
運営、ユルドルの事業展開など、ゆるい教育をし
て、吹き荒れる非難の嵐をかわしつつ生活してい
ます。将来のビジョンは日本脱出でしょうか。

　別に道路がそれほど嫌いではないですが、いら
ない道路をつくるためにそれを合理化しようとす
る道路族、そのためには消費税まで上げたり、復
興税を取って横流ししたりするシステムは嫌いで
す。こういうシステムのもとで都市デザイン、ま
ちづくりを考えることの限界を痛切に感じます。
このシステムを変えないことに、都市デザイン、
まちづくりを語ることの虚しさで打ちひしがれそ
うになるので、最近ではゆるさに逃げています。
解決策はあれば教えて下さい。

　私は都市デザイナーになり損ねた人間ですが、
一番大きなプロジェクトとしては、マレーシアの
新首都プトラジャヤに隣接したサイバージャヤの
マスタープラン、そして一部の住宅地のグラン
ド・デザイン、さらにデザイン・ガイドラインの
策定も行いました。バブル崩壊で事業も大幅縮
小、私も日本に帰国しましたが、あれが最後の大
きな仕事です。その後、小さな住宅地の敷地計画
の依頼が来ましたが、それも住民反対運動で宙に
浮きました。ということで、大した活動をしてい
ないし、現場もよく知りません。そういえば、
JICAでマカッサルの広域地域計画のスーパーバ
イザーの仕事をしたことがありますが、あまり口
を出すことができませんでした。

ブラジル、パラナ州クリチバ市の花通り
　花通りでは、同通りのペデストリアン化を
反対した商店主達が自動車で強行突破するデ
モをしようとした時、周辺の小学校の子供達
が馳せ参じて、写真のように道の上で絵を描
くことで、このデモを中止に追い込みます。
その子供達への感謝として、今でも週末には
子供達が写真のように道路をキャンパスに絵
を描いているのです。初めて見た時は感動し
ました。


